
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【新製品開発のお知らせ】… 医療廃棄物容器用･電動開閉装置 

商品名：ミューカス（Mewcas）Medical waste container automatic (open/close) system 
 

当協議会では、「既製品の医療廃棄物容器（バイオハザードボック 

ス）をセットすると、人の近接を感知して自動で開閉する上蓋付き 

のフレーム」の開発支援を行い、令和４年11月４日に境港市役所 

で発表会を開催しました。 

この製品開発は、鳥取県済生会境港総合病院から「電動で開閉す 

る医療廃棄物容器」の開発提案を受け、本協議会の賛助会員である 

(株)カノン・(有)ニシモト・(株)日本マイクロシステムの3社（い 

ずれも米子市）で企画設計から商品製作まで行いました。 

従来品の医療廃棄物容器フレームは、脚で踏んで上蓋を開閉する 

ところ、この製品では、人の近接を感知して自動開閉する、コンセ 

ント接続・バッテリーによる電動方式としました。 

そのような構造にしたことで、廃棄作業時に両手が自由に使え、かつ、脚で踏むことによる不安定な姿勢を避ける

という、機能面でも安全面でも、より効果の高い作業を実現することができます。 

鳥取県済生会境港総合病院では、既に半年近く試作機の試験運用を行っていただいたところ、現場から「とても使

いやすい！」と大きな好評を得ており、正式発注を受け、本年中に10台程度の納入を予定しています。 

境港市長室で開催された発表会では、開発提案者の済生会境港病院・津田公子副病院長と開発 3社の代表から、伊

達憲太郎境港市長に対して開発商品を紹介し、実際に使ってみていただきました。 

このような自動開閉する医療廃棄物容器フレームは、これまであまり実用化された例がないようですが、従事者や

利用者の安全、感染・汚染予防などを最重要とされている医療機関や福祉施設等において、大いに活用される可能性

の高い製品として、今後広くＰＲし、販売促進に繋げていきたいと考えています。 

また、今回の製品開発は、圏域の医療機関からのニーズに基づいて、圏域のものづくり企業が製造に当たるという、

本協議会の設立目的に合致する理想的な形で進められたものであり、今後の活動におけるモデルケース・リーディン

グケースとして、積極的にビジネス化を図っていきます。 

 

中海･宍道湖･大山圏域 

医工連携推進協議会通信 
令和 4年冬季号（令和４年 12 月発行） 

 
中海･宍道湖･大山圏域 
産学･医工連携推進協議会 
 
事務局：米子市東町 161-2 

    米子市役所第 2 庁舎 1 階 

TEL/Email : (0859)57-5226 

keniki-ikou@sea.chukai.ne.jp 

【https://www.nsd-ikourenkei.com/】 

 

 

 

  
（R４/11/10 山陰中央新報５面･転載許可済） 

（R４/11/5 日本海新聞 

28 面･転載許可済） 

※ 記事が読みにくい場合は、本協議会のホームページでご覧ください。 

https://www.nsd-ikourenkei.com/
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日本海新聞［令和４年 10月 23日付け社説］において、本協議会のこれまでの 

活動と、今後の課題･展望が紹介されました！ 

 

 
【事務局からのお知らせ・お願い】 
 
賛助会員企業の皆様へ： 

・紹介ページの内容に変更等がありましたら、メールで変更内容をお知らせください。 

・まだ紹介ページを作成されていない賛助会員は、随時申込みを受け付けています。 

・製品、技術紹介ページも引き続き募集していますので、情報提供をお願いします。 
 
構成団体の皆様へ： 

 ・本協議会の活動推進のため、医療機関、福祉施設、介護施設等からのニーズを常時 

収集しています。紹介いただける施設等がありましたら、ぜひお知らせください。 

・今年度の事業計画の一つである「医･工･福連携」を推進するため、賛助会員に加入 

いただける医療機関、福祉団体等がありましたら、ぜひ事務局にご紹介ください。 

 

 

〈担当〉事務局：大江淳史･山根修 アドバイザー：眞野博光 
     TEL : (0859)57-5226  Email：keniki-ikou@sea.chukai.ne.jp 

 

 情報募集中！ 

 

HP･QR 

（日本海新聞 3 面･転載許可済） 

本協議会は、2017 年（平成 29

年 1０月）の設立から、現在6年目に

入りました。 

これまでに開発（企画・製造・販売

等）に関与してきた製品は、下記の

6件です。 

① 胃マクラ（胃エックス線検査用補

助器具） 

② エマークイックプロ（救急救護活

動用感染防止器具） 

③ トラキアボックス（医療機関用感

染防止器具） 

④ ピーケンサ（歯周ポケット深さ測

定器） 

⑤ マスクサポート（不織布マスク用

装着補助器具） 

⑥ ミューカス（医療廃棄物容器用･

自動開閉装置） 

徐々に商品開発が進み、部分的に

は一定の評価を受けながらも、社会

状況の急激な変化、商品の一般性・

汎用性の欠如、PR・販売チャンネル

の不足、製造コストの高騰等、様々

な理由により、それがビジネス（販

売）に直結できていないことが大き

な課題です。 そのことは、今年度の

事業計画にも明記し、それに向けた

取組みを進めてきています。 

このたび日本海新聞の取材を受

け、右記のとおり「圏域の医工連携」

に関する社説を掲載していただき

ました。 現時点における本協議会

の方向性をうまくまとめた記事内容

になっています。 

本協議会は、今後も圏域での医工

福連携を推進して参りますので、構

成団体・賛助会員の皆さまにおかれ

ましては、引き続き積極的な参画を

いただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。 


